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愛知淑徳大学ジェンダー・女性学研究所は平成 6年 4 日に開設 され ましたが、一年間の準備期間ののち、平成

7 年 4 月本学が全学男女共学体制となるとともに実質的な活動を開始 しました。

これからの高齢化社会、女性の社会進出、国際化がます ます進展 していくことが確実な時代には、世代、性、

国籍、それらの「追いを共に生きる」道を探 ってい くことが何 より大切である、と言う時代認識の一環として、

本年度より全学男女共学体制に踏み切 ったのです。

このニュースレター発刊 を械に、男女の「追いを共に生きる」という本学の目指す道の理解が深められていく

ことを期待いたします。

屠所 に盛たって

シェンダー・女性学研究所所長

現代社会学部教授
国信 潤 子

1 994年4月に組織としての発足が決定 したジェンダー・ 女性学研究所は1995年4剛 二新築完成 した研究棟の2 階

に場所を確保 し、本格的な研究・教育活動を開始したひ折しも90年の愛知淑徳学園の歴史がさらに発展 し、男女

共学への移行が実施 された年でもある．。男女平等を基礎として、年齢、国籍、性別をこえてともに学べる大学を

目指 してt）る。またジェンダー・女性学研究所 という新しい領域の専門研究機開で男女共学大学に設置されたの

は本学が日本で最初である。

また1995年は世界的にも女性の地位向上の努力の歴史において画期的な年である。それは同年夏に中国、北京

において国連 による第 4 回世界女性会議が開催されたためである。このような世界動向をふまえてこの研究所の

所長 としての任務 を担うことを考えてみるとその責務は単に一大学、日本社会にとどまらず、世界の女性の差別

抱廃の努力、地位向上のための教育、政策の実施の一端を拒 うという意味のあることを痛感させられる。

男女の社会・文化的性 （ジェンダー）が21世紀に向けて多様化 してt）る現代社会にあって、男女の平等な関係

が推進 されてゆ くことが期待されている⊂】

そこで この研究所ではこの性 による差別の実態を調査、研究 し、国内外の情報 を収集する。また多様なジェン

ダー関係に関す る情我 を蓄積し、広い視野にたったジェンダー関係の研究をする。そのために大学数育において

女性学・男性学、ジェンダー論 に関する講座 を開設 し、より多くの大学関係者や学生にジェンダー・女性学研究

の理解を深めてもらう必要がある。

そのために具体的活動内容 としで措報交流・収集・提供 また国際シンポジウム、セミナー等の開催、資料の貸

し出 し、閲覧サービスを行 う。・ またコンピューター・ ネットワークにより国立婦人教育会館の女性情報 ネットワ

ーク、国連の女性の地位委員会、世界女性会議関連の情報等へのアクセ スをして、研究者、学生等の論文作成、

資料検索の一助 とする′〕またすでに実施 しているように今後も学生、一般社会人に向けて関連領域の講座の企画、

各種相談 も行ってゆくL）この研究所を足場に研究者、学生諸君、地域の人々、さらには国外の研究者とも交流し、

研究活動、教育活動に専念 したいと思 う。皆様のご指導、ご鞭縫、そしてご陥力をお願いしたい。
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運営委貞より 願 靡 に よ せ て

新たをジェンダー研究へ

石田好江

「 ジェンダー・女性学研究所」は、日本における共

学大学初の女性学関連研究機 関とい うだけで なく、

「 ジェンダー」 を名称として使用するもっか唯一の大

学研究機関でもある。そうした意味でも、他大学の研

究所が女子教育、女性学、女性文化等を研究の目的に

している中で、あえて「ジェンダー研究」を意識的に

追求する意義は大きいといえる（】それでは「ジェンダ

ー研究」の視点とはいかなるものであろうか。

私たちが得ている知識、またはそれを生み出してい

る社会構造そのものが、いかに男性中心的なものであ

るかを顕在化させたのがフェミニズムであった。そこ

では、バイアスのかかった既存の方法 を否定 し、「女

性の経験」を取り上げそれを社会的諸関係の中に位置

付けるとt）う研究方法がとらゎた。中立性を装 う社会

構造や知識の中に男性中心主義が内在することば、こ

うした方法をとることによってはじめて明らかにする

ことができた。．そのことは同時に、現実の男性中」［J的

な社会モデルに対 して女性中心的なモデル を対崎 さ

せ、 これ まで認識 されて こなか った、あるいは問題 の

外に置かれてきた家族や結婚、妊娠・ 出産、女性の労

働、女性の貧困化といった問題にうとをあてることを可

能にした。

しかしその一方で、この方法は、男性中心主義モデ

ルに対 して女性中心主義モデルを対置 させるもの、あ

るいはそれを通じて男性中心主義を批判するものであ

って、男性中心でもなく、女性中心でもないオルタナ

ティブなモデルを必ず しも提示するものではなかっ

た。男性中心か、女性中心かとい う性による二重規範

を克服するためには、ノン・ ジェンダーなモデルを構

想し、そこから男性と女性の両性の状況を説明できる

ような方法が必要なのではなかろうか。「科学」から

ジェンダー を解 き放す ことによっては じめて、男 女に

共感できる地平が見えてくるのではないか。共学大学

における「ジェンダー研究」の機関としては、もうひ

とつ先の「ジェンダー研究」のあり方 を問うてみる必

要があるように思 う。

嵐節線感

大野光子

愛知淑徳大学で一般教育の「英語」 を教える教材と

して女性問題を扱 うテキストA Ⅵわ刀了∂刀，s Pねceアを選ん

でか ら、今年で10年になります。「男女雇用機会均等

法」が施行された年で した。当時の受講生のレポー ト

を縞 じて『女性論事始』として山版 したものを、今、

手に取ってみると、改めてその後の10年間の社会の変

化を感 じずにはい られませ ん。1

本学においては、当時少数の女性教員が「女性学」

の開講を目指 し、まず図書館内に関連書籍を集めてさ

さやかな 「女性論 関係 コーナー」開設 を実現 しました．）

その後オムニバス形式からスター トとした女性学入門

講座 「女性と社会」は、本年には「現代社会とジェン

ダー」入門編・開発編へと姿を変え、履修要覧には、

文学部では他に「女性学・男性学概論」、「フェミニズ

ム論」、現代社会学部では「女性 と社会」、「ジェンダ

ー論」、「女性学」等の科目が開講 されるようになって

います。

昨年度開設、本年度開所のジェンダー・女性学研究

所には、社会の変化の中で男女共学大学 として新しい

スター トを切った愛知淑徳大学において、学内的にも

社会的にも女性 と男性の平等な関係が形成 されるよ

う、教育 と研究の リーダーシップをとることが要請さ

れ期待 されています。

私自身の専門とするイギリス・ アイルランド文学の

研究、中でもフェミニズム文学批評の立場からの研究

を本研究所への貢献とすると共に、本学における国際

交流推進の役割を担ってきた中で得たネットワークを

活かして、海外機関との情報交流にもお役に立ちたい

と思っています。

（ 1995．7．1 開所記念シンポジウム）
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厨靡 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム ＃ 告

シンポジウム・ テーマ ぐ教育におけるジェンダーの裾点ノ

約250 名の参加者のあったこのシンポジウムでは愛

知淑徳大学の共学化に際 し、男女共同参画型社会（あ

らゆる社会領域に男女が平等に最大限に参加・参画す

る社会）を実現する高等教育とはどのようなものかを

討議 し、21世紀における男女平等教育を目指して報告

及び討議が行われた。詳細については報告書が木研究

所によって刊行 されるL）

日時 ：1 9 9 5 年 7 月 1 日

テーマ ：教育におけるジェンダーの視点

一共学大学における男女平等教育 とは－

場所 ：愛知淑徳大学

バネ リス 卜：鈴木俊子 （文部省生涯学習局婦人教育課

女性政策調整官）

伊藤公雄（大阪大学人間科学部助教授、

本研究所非常勤運営委員）

団信潤子（本学現代社会学部教授、本研

究所所長）

コーデート クー：大野光子 （本学文学部教授、本研究所運

営委員）

コーディネーター・月び者パネリストの諾の原質

大野光子

2 1世紀の世界が直面する人口・環境・高齢化等の問

題は、男女が平等な立場で、地球規模で協力 しあって

こそ解決できるものであり、男女平等教育は解決への

最も重要なカギと考えられている。今後愛知淑徳大学

において実現 してt lくべき男女乎等社会の目標と課題

を明確にするきっかけとなることを掛 ）、我々はこの

シンポ ジウムを開催す ることと した．コ

鈴木優子

国の中で初めて「女性」という言葉を使った文部省

の生涯学習局に女性政策調整官と言 う役職ができ、そ

の第一号の役 目を担 っている。生涯学習の新 しい社会

を築き、男女が共にこれから2 1世紀に向けて固定的な

性的役割分業意識 を打破 し、一 人一人が人間として個

性を持った教育を受けていくことが重要であり、男女

共同書画社会に向けて ジェンダー平等 という視点か

ら、文教教育における行政の役割 というものを見直 し

てみることが必要である．＝．そこで二つの課題、一つは

国の男女共同参画社会の形成 に向けての施策 と体制、

もう一つは1995年夏、北京で開催の第四回世界女性会

議においての教育の分野についての日本の政府報告と

行動綱領について述べた。

伊藤公雄

男性学ない し女性学・男性学の授業の体騒、その中

で何が見えてきたのかとい うことを中心に自らの体験

を話 した。現在の日本社会には女性差別がどういう形

で存在 しているのかとtlうことについて十分な認識が

ない。例えば1992年京都大学で日本では最初の男性学

をテーマにしたゼミナールを担当した体騒からも解っ

たことだが、表面的には男女平等のように思われてい

るカリキュラムの裏には隠れたカ リキ ュラムが存在

し、それによっで性別役割の刷 り込みがおこなわれて

いる。今後望みたいことは小 中高の学校で も女性学、

男性学関連の内容を教えていくことだ。まずは今の大

学数育のなかでそういう問題をテーマとしてどんどん

戟り上げていく必要がある。そしてこのためにも本研

究所の発足が既存のシステムに風穴をあけるような一

つの出発点になっていくことを期待 したい．。

閲信潤子

日本の学校数育は男女平等であるという先入観があ

り、教育者の多くがこれに対して何の疑問も持たない。

これは信仰にも近い「平等信仰」である。 しかし実際

には日本の教育には多様な性差別がある。こういった

状況を打破するために、女性の権利は人権であるとい

う視点から21世紀に向けて自立 した個人の育成が男女

共に必要である。「ジェンダー・ センシテ ィブ」な教

育：男女の関係性 を平等化してゆく教育は社会での習

慣あるいは家庭での躾、さらには新 しい教育の海外の

事例を紹介するなどして学校数育によって推進 されて

いく必要が ある．。

磨諾着からの質ノ野と感三野・意見

「 ジェンダー」 という言葉についての質問が多かっ

た。また、感想 として、「ジェンダー」 という言葉を

知らなかったが、自分 らしく生 きるとt lうことは固定

的性別分業にとらわれず、まず身近な家庭生活のなか

で共同参画で きるようにすることだと感 じ、努力して

みようと思った、等のコメン トがあった．）また、老人

介護・仕事と家事の両立に悩む女性からは、現実に抱

えている問題に立ち向かって、夫婦が互いにより良い

状態になっていこうという意欲が沸いてきたという声

があった。教育現場からは、現在、ほとんどの教職員

に「ジェンダー」の視点はなく固定的性役割意識を持

つた子供の再生産は続 くと思われるので、男女平等教

育は小学校から必要であり、これからの教育にどのよ

うに「ジェンダー」の視点を具休的に取 り入れていっ

たらよt）かが課題だという意見が出された。その他、

地方自治体職員の意識が性差別を理解するに至ってい

なt）ために、市民にとって身近にあるべきはずの男女

平等推進のための行動計画が反映されないことが残念

という指摘があった。

（ 記録 ：研究所アシスタン ト ムン・チャンミ）
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ジェンダ ー・ 女傑学研 屠一所 に期 待 するこ と

学生から

磯部美良 （現代社会学部 1年）

私は、愛知淑徳大学現代社会学部に入学 して初めて

“ジェンダー” とい う言葉を知 りました、＝．以前か ら

－‘フェミニズム”という言葉はその活動や活動 を行 う

女性たちをテレビなどで見たこともあって知っていた

のですが、t）ずれもマス・ メディアによって歪め られ

たもので、“フェ ミニス ト と呼ばれる女性たちに対

していい印象を持っていませんでした。

しかし、大学の講義で “ジェンダー”について学び、

その硯点で女性問題を学ぶにつれて、この学問が単に

教養 としての知識にとどまるべきでなく、女性として

の自分の生き方に確実に影響を与えてい くものであ

り、これからの社会 を男女双方にとって住みやすいも

のに改革 していくための力となる生きた学問であるこ

とがわか りま した。．

私は、このジェンダー ，女′性学研究所に学生達をど

んどん巻 き込んで、ジェンダーの視点を広めてtlって

ほしいと思います。、なぜなら私は、社会に出る前に、

この学問を細ったことによって、女性である自分はい

かに生 きていくかを考えることができて感謝 している

からです。愛知盲叔徳は今年度から男女共学になったの

で、男女 双方の意見が聞 けて興味深 いと思 い ますこ も

ちろん学生だけでなく一般の人々も共に学んでほしい

です′コ生涯教育 も女性問題にかかわる大切な問超です

し、皆の意識が変わらなければこの学問は生きてきま

せんt」それから、世界中の女性と男性が何を考え、何

を問題 としており、何を必要としているかなどの様々

な情報をリアルタイムで知りたいです。そして、この

ジェンダー・女性学研究所が、実際に私たちには何が

できるのか、何をすべきなのかを考える場になってい

くことを期待しています。

祝所のシンポジウム筈に参加した
＃会人から

重原惇子 （インターマークインク代表）

社会人として とい うよりも主婦と して、ジェンダ

ー・女性学研究所に期待することを述べていきたいと

思う。

まず 、「ことば」 を知 りたい 、敢 えて ほ しい とtlう

こと．＝．日々の生活の中で、変だな、いやだな、納得で

きないなと感じても、それは概念でしかなく、言語化

できないために、忘れて しまうことは多い。他人に伝

えた くて も、表現で きないか らと口をつ ぐんで しまっ

たこともあ る。 そんな とき、自分の思 い を理論 化 し、

系統立てて説明できる道具－ことばがほ しいと思う。

その意味で『ジェンダー・女性学研究所』の名称はと

ても嬉 しい。．

この研究所の紹介記事には、必ず、『ジェンダー』

の意味が説明されていたはずで、研究所の設立が、中

部地 区におけ る『ジェンダー』 とtlうこ とばの市民悟

性得に、かなり貢献 したと思 うからだ。知識は高い所

から、低い所へ流れる。自分を確認 し、自立したいと

もがいてt）る多くの女性たちに向けて、情報 を発信し

続けてtlってほしいと思う【ノ

もうひとつは、まだ力 （パワー）を持たない大多数

の女性一経済力も発言力もない女性、更に言 えは、現

斗ノぺに不満すら感 じられなくされている女性たちの存在

も忘れないでほしいと思 う．＝．自ら求める女性たちと無

自闇の女性たち（」いつのまにか、女性たちの間にも、

二極分化が進んでいるのではないかと不安に思う。互

いに他を理解できず、満はどんどん深くなっていくの

ではないだろうか。その満を少しでも埋めることがで

きるのが、この研究所だと思 う。 スタッフの教授陣は、

女性であるためのデメリットを克服 してきた方はか り

だ。．家庭では、妻、母の役 もこなしていらっしゃる方

もいるだろうu 普通の女性たちの 目線 でものを考え、

その】とで、専門家としてのア ドバ イスが可能だという、

願ってもないポジションの方たちだと思 う。

男性は・ ・女性 は・ ・ と声高に言 うのではな

く、人間として－▲番自然な暮らしのできる社会にして

いくためには、今は、少しばかり女性ががんばるとき

だと思 う「二そうして、少しづつ世の中が変わっていく

と信 じて いる【コ

私たちに力 （パワー）を下さい。閉結しています′「
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藍 北京 世界 女性 会議 に参威 して

北京女性会議に参加 して

鈴木弘子 （名古屋市女性派遣団貝）

先に北京郊外で開催された女性N G O フォーラム†95

は、私にとって始めての国際会議であり、しかもいろ

いろ論議を呼んだとあって、見るもの間 くものすべて

が衝撃であった。

市派退団は 9 日3 日にワークショップを持った。グ

ラフで名古屋の女性の状況を紹介 し寸劇で女子大生の

就職差別を表現 した。そして、効率主義に基づ く日本

企業が、安い労働力を求めて進出した海外に於いて も、

その女性美別の雇用形態をその まま採用 しているの

で、海を越えて女性 どうし手をとって、日本企業の女

性差別と闘おうと呼びかけた。野外テン トの予想以上

の喧騒の巾、多くの女性 と膝を交えて意見交換ができ

た．コ

他のワークショップにも参加した。オース トラリア

の、自国の武器輸出を告発するグループは「イニシア

チブを女性から奪 うから」とt）う理由で男性と共に活

動をしないという。功利主義と無禄のはずの「平和」

「 人権」など人辞普遍のテーマを語 り合う草の根にも

女性差別が存在す る。 ジェンダーの根深 さを痛感 した。

従軍慰安婦を扱ったワークショップでは、「歴史を知

って欲 しい」「夫 にセ ックスツア ーに行 くな と言 って

欲しい」という韓国やタイの女性の声を聞き「従軍慰

安婦」は決 して過去の問題ではなく、現在の 日本人の、

そして日本女性の生 き方を問 うてt）るのだと思った．＝．

会場のあちらこちらで、国境を越えて南と北の女性

が語 り合い、理解し合おうとする場面をよく目にした。」

南の国雄な状況 と北の豊かさは表裏一体で、その世界

的な構造 を崩すにはジェンダーの視点が欠かせないこ

とを私たちは認識 し合った。この抽象的な「T Ilin k

G lob址y 」をどう具体的に「A ct I刀Cally」にするかが、

会議に参加 した者たちの北京以後の大きな宿題である。

（ 北京世界女性会議にて）

世界女性会議の追 っかげ20年

高橋ますみ（ハイプリッジアカデ ミー主宰）

国連提唱の世界女性会議がはじめてメキシコで開催

される．＝．そのニュースは1974年の暮れに遠 くかすかな

梵鐘の響きのように届いたこ

私は フェ ミニ ズムグループ〈 あご ら〉の仲「昌」たち を

メキシコ（1975年）へ送 り出すのに躍起になった。．そ

の折採択 された「世界行動計画」序章第 6 項。「男女

平等の達成には、家庭や社会で男女両性に伝統的に割

り当てられてきた機能・ 役割を再検討 し、それを変え

る必要性がある」、この数行は私にとって衝撃的であ

った。私を長年縛り付けてきた呪縛からの解放の一瞬

だっ た。

5 年後 （1980年）、第 2 回世界女性会議。私はコペ

ンハーゲン大学講堂でのN G O の簡素な開会式の中に

いた。、行 き交う女性たちは、誇 り高 く優 しかった。人

種、国境をこえて私たちは女性のSisteI－h ood を感 じた「

語りかけた誰 もが私のカタコ ト英語を気ながに聴 き、

察して探 しあぐねている単語 を投げかけて くれた、⊃

「 女性に対するあらゆる形態の差別撤廃条約」に日本

政府 も署名。その後、教育・雇用 一国語法などの不平

等な国内法を改め、第 二う回のナイロビでの世界女性会

議の年、1〔）85年に批准に至 った．コ

1 985年頁、ケニアの首都ナイロビ＝，現地の女性たち

は大柄で闊達。色あざやかな民族衣装で大地を力強 く

歩く⊃「2000年へ向けてのナイロビ将来戦略」も抹択

された．＝．その折の緑で、福祉施設の子供たちとの交流

が始まり、毎年 2 回ずつ学用品や奨学金を送るように

なって今年で 10年になる。．133 人の孤児が職業訓練を

受け自立への巣立ちをしたとの便りが届いた。

第4 回世界女性会議 （1995年8／30～9／8）は中国」．

私たち〈あごら〉は「戦争と平和」をテーマに 5 回の

ワークショップを持った。重い責任を感じつつ、従軍

慰安婦問題、情報操作、ネットワーク創 りと回を進めた〔」

1 1月には 6 年前に800台の ミシンを送ったベ トナム

こ冨冨軍芸票≡霊芝竺：三・警■
ーメン ト，＝．北京で出会ったベ

トナム女性 との再会が待って

いる u l 打
世界女性会議の

シンボ ルマー ク
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訪J野レポー ト

（ 第 2次大戦複、 日本より独立の 5 年後に、国立大

学として創設された大学で、ジャカル タにある「））

［設立の目的］

1 975年国連婦人年 をきっかけに、1978年 インドネシ

ア政府は政策 として女性の地位向上を目標 に定めて

「 女性の役割準大臣」 を設置 した。】その後1983年に

「 女性の役割省」が置かれ、「女性大臣」が任命される

（ 現在 4 代目）と同時に、68の全国立大学 （各県に設

置）に女性学研究グループないしはセンターが設置 さ

れた。その後1990年に、大学院レベルの教育・研究の

場として、インドネシア大学サレンバ・ キャンパスに

女性学大学院課程が設置 された。

［概要］

イン ドネシア大学は由緒ある歴史と首都にある地理

的条件か ら、女性学 に関 して国 内の 中心的地位 にあ り、

他大学の同種プログラムのレベルを高めるリーダー的

存在である。コここでの女性学はM A プログラムであっ

て、入学の条件は当然B A レベルの学歴が要求 される

と共に、艮引こキャリアの半ばにある教師 （大学数員含

む）や研究員などが再教育の機会を求めて入学する。

イン ドネシアにおいては、義務教育は従来小学校 6 年

間であったが、2 年前から9 年間に変更された．）しか

し、多数の島々からなる国家として就学率は必ず しも

高t）とは言えないし、高等学校へ進学する者は1992年

のデータで、男子55．0％、女子45．0ヲ乙、更に大学へ進

むのは、男子16．32％、女子14．38％（短大ないしは技

術学校へ進む数は、男子で約20．0％、女子で約 16．0％

程度） と少な く、相対的 にいって男 女差 は小 さい

（ 1994年の医学部では男女数が同じであった）。．しか し、

男女の大学数員数を比較すると、インドネシア大学で

は、全教授212人中女性は37人と少なく、

と経済学部には、女性教授は 0 名である。．

性学課程は独立 した組織ではなく（即ち、

タイムのポス トを持っていない）、医学 、

情報処理学

大学院女

専任のフル

社会学、法

学、心理学等の学部から、または、他の研究機開から

教員が派遣 されて敢えている．〕例えば、筆者と懇談 し

た：∃名の教員のうち、ひとりは経済学、ひとりは心理

学、女性学、そして、他の 1 名は宗教学 （ムスリム）

を担当しており、同席した教育研究助手は心理学を専

門とするが、研究所内ではN ew slettel・発行に携わって

いた。従って教員は、本務と女性学のかけ持ちで学生

の指導が充分できず、非常に忙しい難点があるとのこ

とであり、これは本学の場合 と共通の悩みである。

同課程で学ぶ学生たちは16名程からなる 4 グループ

に分けられており、その中には男子学生が 7 名程入っ

ている．）このことは重要であって、女性学を男性が学

！±≡±
ぶことが女性問題の解決には必要なのであると強調さ

れていた【⊃学生たちが、各学期の必須科 目及び選択科

目を受講 し、M A 論文を諾いて合格し、 2年でM A とな

るのは非常に撹撫で、事実、設立 4 年 目になるが 1 期

生でまだ修了していない者も多いu 論文テーマのい

くつかは、もちろんフェミニス トの視点からの分析で

あるが、「イスラム言語と女性」、「漁業 と女性」、「開

発と女性問題」、「女性殺人者」（貧困等の故に余儀な

く殺人に走る女性の問題）などである。 同席の教員

達によれば、インドネシアにおける女性問題のうち最

も重大と考えられるのは次の 3 点である．＝．

①「貧困」（貧困か らの脱出をはかる上で人生の選択

肢がない。生きるのがやっとの状態におかれてtlる

人々が多す ぎる。）

①「教育」

③「女性労働者」（現在、女性の40％が賃金労働に従

事しているが、待遇・給与に大 きな男女差がある。）

しかし、壇1も喧）も、往の 「貧困」 と同根である。 また、

農村部で、特にムス リムの女性に妊娠山産について決

定権が与えられていないこと、14％以上の女性が未婚

の母である状態も大きな問題 となってt）る．こ．

北京会議に向けて、差別撤廃の美方別犬況報告を改善

された内容 とするべ く秒読みが行われている状態で、

実際にインドネシア女性の地位向上の政策が進むもの

と期待されていた。

インドネシアは多民族国家であり、文化 も多様であ

る．＝．主 として父権主義的文化の国であるが、社会的地

位の高tl階層では男性の地位が高 く、女性は低いのに

対し、地位の低い階層では、男女差は少ない。現在で

は、法律上男女の地位は平等とされているが、事実上

は差がある。例 えば、ムスリムの美はかつて宗教上の

儀式だけで複数の妻を持つことができたが、今 日では

しかるべき法的手続 きが安易な多妻制 を牽制 してい

る。しかし、このことも陰にかくれてどの程度行われ

ているかわからない．＝、イスラム教については、女性が

差別され「女性の地位が低t）」とされてきたのは、果

たしてイスラム法典そのものによるのか、それとも法

典の初期解釈に問題があったのか、が問われており、

女性学の視点から「新 しt）ムスリムの考え方」が提口昌

され るよ うになったとの ことで あった。

本稿は、199 5年 5 月30日インドネシア大学女性学センター

訪問時に得た情報 をまとめたものであり、機会を与えて下さ

った同センタ【 教職員、D r．A Ilita RabInan、h・・1s．Elizabeth

払うstiP oelW and ali、M s．Sara Iこh el）isに感謝したい．‥
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ジェンダー・女性学研究所 事業穿告

1 ．研究会、シンポジウム開催

1 0 月 2 4 日

テーマ ：「1995年北京世界女性会議に向けて」

一束アジアの女性たちがアジアの経済発展のあり方を

問い、女性差別のない未来を共に創るために集う～

場所 ：愛知淑徳大学国際交流会舘

報告者 ：王 事

（ 中華全国総工会女性労働者委員会副主任）

染性儒

（ 中華民航労働組合女性労働者委員会副主任）

［適訳 ：居 敏 （中華全回総工会同際都職員）］

マリア・ ローザ・ ビロ リア

（ マカオ良き牧老の会職員）

プラサ ンタ・ へ－ ラ ッド

（ スリランカからの留学生・ 名古屋大学大学院）

大野光子 （本大字文学部教授）

司会 ：国信潤子 （本研究所所長）

東アジアの問題 として急速な経済発展がある。中国

の社会主義国家による「開放経済」という新たな政策

のもとで、女性労働者が増加 している。解放後50年程

で女性の地位の向上は確実にある一方で新たな問題も

生まれつつある。経済発展故に労働者の国内移動が増

加し、多国籍企業の中国進出によって外資系企業によ

る雇用が増えてt）る。農村から出てきた女性労働者は

これらの外資系企業 に雇用 されるが不安定な雇用形

態であり、労働搾取 され、労働催、特に母性保護がな

t ）｛】あるいはセクシュアル・ ハ ラス メン トな どの問題

が新たに出てきている。マカオにおいては女性の性産

業での雇用が多く、そこでの性暴力が指摘 された。ス

リランカでは家族関係での夫婦平等が紹介された。ま

た階層格差の大きさが認識される一方女性の高学歴化

も進んでいる．）しかし、そうした高学歴女性の労働機

会が少ないという問題がある。

1 1 月 2 4 日

テーマ ：経済発展のアジアの農村への影響

～女性の生活自立の視点から－

場所 ：愛知淑徳大学国際交流会館

共催 ：アジア保健研修所 （A H I）

報告者 ：スリランカ

シス タ ー ・ ノエ ル ・ ク リス テ ィー ン

フエ ル ナ ン ド

タイ

ビアンボン・ バナ・ フ トア ンボ ン

［通訳及び助言 ：林めぐみ （A H I）］

司会 ：大野光子 （本学文学部教授）

スリランカ農村において貧困層の女性は移住労働者

として多くアラブ諸国に出稼ぎにゆく。そこで、労働

権が守 られず、また性虐待の事例も多くある．〕シスタ

ー，ノエルはそれらの女性のためのシェル ターを運営

し、カウンセリングを担当 している。社会階層格差が

大きく、貧困女性の人身売買もある。また内戦による

生活の困窮も北部にはある。

タイでは東北部の少女たちが人身売買にあい、日本に

送られている。近年その数は増加し、ある村では少女が

いなくなってしまった。1 日本の風俗産業でこれらのタイ

女性は人権侵害の状況におかれている。日本での売買春

に対する実効性のある対策を望むという意見が出された。

1 月 6 日

テーマ ：開発 と女性

～北京会議に向けての世界の動向一

場所 ：愛知淑徳大学国際交流会棺

報告者 ：松井やより（朝 日新聞記者）

コーディネーター ：圃信潤子 （本研究所所長）

北京において95iF夏に開催される第四回国連世界女

性会議にむけて世界中の女性が準備を進めている。北

京において今後10年の女性差別撤廃、地位向上のため

の行動綱領が検討 される．）この行動綱領案について解

説がされた。．そのなかで「開発における女性の役割」

の重要性が指摘 されている．）つまり開発の意志決定過

程に女性を参画 させる必要があるとい うことである．＝．

それは生酒 を実質的に支える労働をしつつ も経済収入

を得 られない立場にいる開発途上国の女性や少女の労

働を評価することが必要であり、アンペ イド・ ワーク

（ un paid w ork）の評価のためにも必要である。また日

本女性が世界女性会議に日本女性の労働における差別

についての実態報告をもってゆく。日本女性労働者の

賃金は男性の半分であり、先進産業国の間では最も賃

金格差の大きな国である。

5 月 1 7 日

ジェンダー・女性学研究所開所式

学長、副学長、各学部長、大学院専攻科長、研究所

運営委員等の参列を得て、開所式 を実施 した。

7 月 1 日

ジェンダー・女性学研究所開所記念シンポジウム

開所記念シンポジウムについては 3 ページの記事を

参照のこと。また報告書 も刊行される。

1 2 月 1 5 日

第4 回北京世界女性会議情報交換会開催

資料展示会 ：1 2 月 1 3 ～ 2 0 日

報告会 ：1 2 月 1 5 日

場所 ：ジェンダー・女性学研究所 （展示会）

及び研究棟和会議室 （報告会）
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メーンスピーカー：松井やより（アジア女性資料センター代表）

パネリス ト：杉戸ひろ子（東海ネットワーク）

高橋ますみ（ウイン女性企画代表）

大野光子（本学文学部教授、名古屋市海外

派遣団団長）

コーディネーター ：国信潤子 （本研究所所長）

北京世界女性会議情報交換会において、展示会・報告

会合わせて150名を越える参加者があり、報告会では

北京行動綱領の問題点の解説と今後の活動について国内

外の女性N G O からの報告があった。

また、特に松井やよりさんからは、開発によって生活

の場を追われたフィリピンやタイの女性の実態が、杉戸

ひろ子さんからはフィリピン人権擁護の運動 として、

ジャパニーズフ ィリピーノの子どもの父親からの認知

獲得と養育責任追求のための支援活動について報告があ

った 。

本研究所としてはこれらの運動へのサポー トとして情

報提供ができるであろう。

2 ．資料刊行

1 ）愛知淑徳大学図書館所蔵、ジェンダー・女性学

関連文献目録 （1994年現在）

2 ）開所記念シンポジウム『教育におけるジェンダ

ーの視点』報告書刊行

3 ）国連IN S T R A W 刊『開発と女性』における統計

翻訳 、刊行予定

3 ．情報提供・交流活動、相談事業

1 ）国立婦人教育会結女性教育情報（1V IN E T）のデ

ータベースにアクセスし、学生、研究者等から

の問い合わせに応 じてテーマ別文献資料検索を

行った。また本、資料の貸し出しを行った。

2 ）コ ンピューター・ ネ ッ トワークを通 じて インタ

ーネ、ソトにより国連の女性地位委員会、女性差

別撤廃条約委員会、世界女性 会議報告、N G O

フォーラム等の情報を検索、研究目的に供 し

た。

3 ）研究所において平日は常に学生の問い合わせ、

また学内外からの ジェンダー・女性学関連の

問題、資料問い合わせ、相談などにアシスタン

ト及び運営委員が応 じた【）次第にこの研究所の

存在が周知 され、県外、他大学の学生、社会人

などからも問い合わせ、論文執筆のための相談

などがある。これ らについては日誌に記録され

てい る 。

4 ）関心のある学生及び社会人聴講生のグループ活

動が始まり、96年 5 月開館の愛知県女性総合セ

ンター 「ウ ィル・ あいち」 のオ ープニ ング ・

イベントの県民企画参加苛集に応募することと

なり、学生グループとして企画を県に提出した．

本研究所 としても支援を行う。、

5 ）世界の同視城の研究所への本研究所開設の紹介

書簡、資料を送付し、情報交換を開始 した。40

件を越える世界各国からの資料送付があり、ア

メリカ、ヨーロッパ、アジア全域、中近東など

多くの大学関連研究所から女性学関連講座紹介

の資料が本研究所に整理、保存 されて、閲覧可

能になってtlる．＝．

※インターネ 、ソトによる検索は

一部有料 となっておりますの

で、こ了解下 さll。
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●編 集 後 記 ●

「 ジェンダー」という時代のキγワー ドを冠 して設立 した本

研究所 も、開所 1 年が過ぎようとしています。緒 についた

ばか りの研究所が 、運営委員の微 力に もかかわ らず多様 な

活動 を展開できましたことは、学内・学外の多 くの方々の

ご尽力の たまもの と深 く感謝 しております。 2 年 目の 9 6

年厚は、初年度の経験 をふまえ、研究活動 を長期的な視野

に立 った着実なものにしていく必要があると考えてお りま

す．⊃今後 とも皆様のご支援、ご指導 をよろ しくお願い申 し

上げます。（Ⅰ）

運営委員 ：石田好江、大野光子、園信潤子、秦喜美恵

冨安玲子、山田洋子

非常勤運営委員 ：伊藤公雄 （大阪大学）

この冊子は再生紙を利用 しています。
－8 －

シ ン ポ ジ＿ウ ム 報 告 書 刊 行 の お し－らせ

開所記念シシポジウム 「教育におけるジェシダ⊥め視点」－の報告書が刊行されます。

当日の報告と質疑応答なども愚イ）込まれています。〔頒価未定〕

＊お問い合わせ及び注文は下記まで。－

筆触淑徳大学＿　 ジェンダー ・女性学研究所
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